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新年度予算における基本的な方針 

先行き不透明で予測困難な時代にあっても、子どもたちが夢や目標に向かってチャレ

ンジし、自分の良さや可能性を伸ばしながら、多様な人々と共に変化を乗り越え、社会

の一員として、豊かで充実した人生を送ることができるよう、その基盤となる能力を育

成する。 

特に、第４次四日市市学校教育ビジョンに基づき、誰一人取り残さない学びの保障を

大切にし、これからの社会を生き抜くための非認知能力を身に付け、実社会で応用でき

る教育を推し進めるため、四日市市新教育プログラムの着実な実践、四日市市ＧＩＧＡ

スクール構想によるＩＣＴの効果的な活用に取り組む。 

さらに、チーム学校として、専門スタッフや外部人材の学校運営への参画を促進し、

連携や分担による学校マネジメントを行うなど、総合的な学校の組織力向上を図る。 

図書館では、館内の利用環境の維持に取り組みつつ、利用者の多様なニーズに対応し

た図書・資料を提供できるよう、引き続き蔵書や資料の充実を図るとともに、非来館サ

ービスとして電子図書館を導入する。博物館では、開館 30 周年を記念した様々な事業

を展開するとともに学習機会の充実に取り組む。 

 

１．新教育プログラムによる「夢と志を持ち、未来を創るよっかいちの子ども」の育成 

   Society5.0時代において求められる新たな価値を創造する力などを育成するため、

優先的に取り組むべき６つのテーマ（柱）のもと、問題解決能力、言語能力、情報活

用能力などの必要な資質・能力が身につくよう、新教育プログラムの展開を図り、就

学前・小学校・中学校のつながりを意識した一貫性・連続性のある教育・指導を実現

する。 

読解力を向上させるため、中学校３年生を対象として論理言語力検定を実施し、就

学前から一貫性・連続性をもって育んできた読解力等の資質・能力の定着状況を把握

することで、発達段階に応じた教育活動内容を向上させ、９年間を見通した学習の基

盤となる資質・能力の育成につなげる。また、全小中学校に専門的知識を有する司書

を派遣し、司書教諭や教員、学校図書館ボランティアとの連携により、日常の読書活

動、家庭読書、図書館を活用した授業等を推進する。 

論理的思考力を向上させるため、思考スキルを意識し、考えを整理し論理を視覚化

する思考ツールや、論理を表出するための表現モデルを取り入れた授業を行う。また、

オンライン学習支援教材「学んで E－net！」に掲載している記述式問題や独自教材

等を活用し、生徒が筋道を立てて考え、説明できる力を育む。 

英語コミュニケーション能力向上のため、小学校英語専科教員の全校配置に加え、

全小中学校で、ネイティブの英語指導員を活用し、子どもたちが生きた英語に触れる

機会を創出する。また、中学校全学年での英検ＩＢＡ実施により、グローバル化に対

応できる英語力を測定し、効果的な授業の改善など、英語学習の支援につなげる。 

体力・運動能力向上のため、小学校での体育授業指導員の活用、新５分間運動の推
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進により、子どもたちの健やかな体を育成する。また、命の大切さを理解し、自己・

他者の個性を尊重した望ましい人間関係を構築できるよう、医師等の外部講師による、

生命・性に関する出前講座を全小中学校で実施する。さらに、コロナ禍における学習

機会の確保、学校プール施設の老朽化への対応を踏まえ、民間プール施設を活用した

水泳指導の可能性について検証する。 

豊かな人間性を育成するため、子どもたちが自身の成長を確認し、将来のキャリア

形成を見通せるよう、全小中学校で記録冊子「四日市版キャリア・パスポート」を活

用し、キャリア教育の充実を図る。また、考え、議論する道徳の授業を行い、他者と

の関わりを通して自分自身の考えを深め、実生活や実社会においてより良く生きるた

めの資質・能力である道徳性を育む。 

人権教育を推進するため、教職員研修の実施や、各中学校区での子ども人権フォー

ラムの開催を通し、人権課題を主体的に解決しようとする子どもの育成を図る。また、

インターネット上で発生するいじめや差別などの人権侵害を解消するため、誤った情

報による誹謗中傷や人権侵害について考え、自他の人権に十分配慮することのできる

子どもの育成を目指す、メディア・リテラシー養成を通じた人権教育を全小中学校で

行う。 

地域への愛着を育むため、産業・環境・文化が調和する本市ならではの地域資源を

生かした特長ある教育に取り組む。県内大学や市内企業等が有する知識・技能・経験

を生かした連携授業や、ＪＡＸＡ（宇宙航空研究開発機構）による宇宙を素材にした

連携授業を実施する。加えて、ものづくり・環境・宇宙をテーマとした四日市こども

科学セミナーを引き続き実施し、子どもたちの科学への知的好奇心・探求心を向上さ

せるとともに、四日市に誇りと愛着を持ち、社会とつながる協働的な学びを実現する。 

 

【主な事業】  学びの一体化推進事業              ２３，９１４千円 

        学校づくりビジョン推進事業費              ２３，１３０千円 

新教育プログラム推進事業（読解力向上）   ５１，５８９千円 

新教育プログラム推進事業（論理的思考力向上） ７，１１２千円 

新教育プログラム推進事業（英語コミュニケーション能力向上） 

 １３７，８３７千円 

新教育プログラム推進事業（体力・運動能力向上） １３，２３１千円 

新教育プログラム推進事業（キャリア形成） １，６１４千円 

新教育プログラム推進事業（地域への愛着） １７，６０９千円 

道徳教育総合支援事業費               ５００千円 

メディア・リテラシー養成を通じた人権教育推進事業 ３，３３０千円 

学校人権教育推進事業費             １，８６８千円 

大学及び企業等との連携による教師力向上事業費  １，６０２千円 

四日市こども科学セミナー事業費 ３，５７７千円 
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２．家庭や地域社会と連携・協働し、誰一人取り残さない学びの保障 

地域とともにある学校づくりを推進するとともに、国籍、障害の有無、生まれ育っ

た環境などに関わらず、全ての子どもに学びを保障するため、専門スタッフによる体

制の充実を図り、多様な子どもたちに対応した学びの環境を整える。また、コロナ禍

での経験を踏まえ、人格形成の基礎を育成する大切な時期に学びを止めることのない

よう、持続可能な方法を模索して、誰一人取り残すことのない教育を大切にしていく。 

地域とともにある学校づくりを推進するため、四日市版コミュニティスクールにお

いて、保護者や地域住民等が学校づくりに主体的に参画することで、教育活動及びそ

の取り組みの充実を図る。  

多様な子どもたちに、誰一人取り残さない学びを保障するため、不登校対策につい

ては登校サポートセンターを核とし、全小中学校に設置する校内不登校対策委員会及

び不登校対応教員との連携を推進することで、支援体制の強化・充実を図る。また、

中学校における居場所と学習機会の確保のために、校内ふれあい教室の設置拡充とそ

の専任教員の配置拡充を行う。 

多文化共生教育においては、該当校へ適応指導員を配置し、日本語指導や学校生活

への適応指導、学力補充、教育相談、進路保障等の取り組みを行う。さらに、外国人

児童生徒の受け入れ体制の充実に向け、適応指導員を増員するとともに、オンライン

による通訳・翻訳業務を実施する。 

不登校児童生徒や日本語指導が必要な子どもたちに、オンライン学習支援教材を活

用し、個別の学習状況に応じた効果的な指導を行う。 

特別支援教育においては、乳幼児期から中学校卒業まで一貫した指導及び支援の充

実を図るため、特別支援教育にかかる指導者の育成を行い、校内の特別支援教育体制

を充実させるとともに、サポートルームを増設して校内通級指導の取り組みを推進す

る。さらに、特別支援学級には介助員、通常の学級には特別支援教育支援員、医療的

ケアが必要な子どもが在籍する学校には医療的ケアサポーター（看護師）を適正に配

置する。 

教育的に不利な環境下にある子どもたちに対し、教員経験者や大学生などの地域住

民を中心として、地域・家庭・学校が一体となった支援体制を構築し、基礎学力の定

着及び学習意欲の向上を図るために学習支援を行う。また、教育上配慮を必要とする

地域及び周辺地域においては、人権学習、仲間づくりや体験学習などの活動を通し、

自他の人権を尊重する精神と差別をなくすための行動力をもった子どもを育成する。 

子育て家庭の経済的負担を軽減し、意欲ある学生が希望する進学先に進めるよう、

経済的理由から修学が困難な高校生、大学生等を対象とした奨学金を支給する。また、

返還免除型を併用することで、卒業後の定住促進にもつなげていく。 

中学校給食については、令和５年４月から全ての市立中学校に安全・安心な学校給

食を提供するため、四日市市学校給食センターの維持管理、運営を開始する。学校給

食費については、昨今の急激な物価上昇を鑑み、保護者負担増につながらないよう小

学校給食、中学校給食とも食材料に係る経費のうち物価上昇分を公費負担する。 
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【主な事業】 四日市版コミュニティスクール推進事業費     ８，０６５千円 

少人数学級拡充事業費        １９５，３７８千円 

不登校対策推進事業             ４５，３３１千円 

多文化共生教育推進事業           ７５，１５８千円 

インクルーシブ教育推進事業        ２９１，８６７千円 

（うち介助員、支援員、医療的ケアサポーター分 ２７８，２０７千円） 

特別支援教育推進事業費             ２，２４１千円 

学校人権教育学習機会充実事業費         １，８４４千円 

地域と学校の連携・協働体制構築事業費       １，３５０千円 

子ども人権文化創造事業費            ５，２２７千円 

自己実現支援事業費               ２，１７１千円 

四日市市奨学金支給事業             ９４，９３７千円 

学校給食運営費              １，４９４，６２８千円 

給食センター管理運営費                       ６２５，２９７千円 

 

３．総合的な学校教育力の向上 

これからの予測困難な時代を生き、「夢と志を持ち、未来を創るよっかいちの子ど

も」を育てるため、四日市市ＧＩＧＡスクール構想のもと、情報活用能力を基盤とし

て、生涯にわたって自ら学び続け、他者と協働して未知の課題を解決できる基本的な

資質・能力を育んでいく。 

令和４年度に整備した教員用１人１台タブレットを職員室でより効果的に活用す

るために、職員室の学習系ネットワークの再整備を行う。 

多様な専門スタッフ・外部人材の学校運営への参画を促進し、学校業務の連携・

分担を行い、業務の効率化を図りながら、学校マネジメントを行う。 

いじめ、不登校、発達障害、家庭環境、ヤングケアラーなど子どもをめぐる多様

な問題が発生する中、教職員と専門スタッフが連携することで、チーム学校として

課題解決に向けた取り組みの充実を図り、早期かつ継続的な対応を実現する。この

ため、拠点巡回型のＳＳＷ（スクールソーシャルワーカー）の配置を拡充するほ

か、臨床心理士であるＳＣ（スクールカウンセラー）の市費配置校を拡充して全小

中学校にＳＣを週１日配置する。さらに緊急支援が必要な場合にはＨＳ（ハートサ

ポーター）として派遣するなど、早期かつ継続的な支援を行う。 

特に、いじめ防止については、子どもたちがコミュニケーションの手段としてＳ

ＮＳを日常的に利用していることから、ＳＮＳ相談アプリを活用した、いじめ等の

相談受付及び、返信など、適切な対応ができる相談業務体制を整備し、相談しやす

い環境づくりを行うほか、ＳＬ（スクールロイヤー）の活用の取り組みを進める。 

また、持続可能な部活動と学校の働き方改革の両立に向け、国が進める休日の部活

動の段階的な地域移行に対応し、部活動指導員を配置拡充するとともに、総合型地域

スポーツクラブや各種目団体との連携を図る。 

さらに、学校が担うべき業務を明確化し、外部人材との分担を行うことで、教員が

子どもと向き合う時間を確保するため、全小中学校に配置した学校業務アシスタント
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の効果的な活用を進める。 

また、教職員の資質・能力向上のため、教職経験年数（ライフステージ）に応じた

研修講座、訪問支援を中心とした若手教員研修、教育アドバイザーの派遣により、特

に初任者や若手教員等の指導力向上を図る。 

 

【主な事業】 教育情報通信システム運営費           ６６０，０３４千円 

（うちＩＣＴ活用による学習環境整備事業       ３９４，５９２千円） 

学校業務サポート事業費（教育支援課）       ３４，９４３千円 

学校業務サポート事業費（学校教育課）       ４２，８９３千円 

「チーム学校」推進事業              ５７，８４２千円 

部活動サポート事業                ２２，３５７千円 

教職員研修費                    ２，１４４千円 

【再掲】大学及び企業等との連携による教師力向上事業費 １，６０２千円 

 

４．良好な学習環境の整備 

子どもたちのより良い学びを実現するため、良好な学習環境の整備を進める。 

校舎の改築整備については、高花平小学校において改築工事を進め、新校舎を完成

させると共に、運動場整備工事の契約を行う。また、良好な学習環境の確保と施設の

長寿命化を図るため、羽津小学校（第２期）、大矢知興譲小学校（第２期）、下野小学

校、富洲原小学校、常磐中学校（第２期）、三重西小学校（第１期）の校舎の大規模改

修工事を行い、三滝中学校、富洲原中学校の校舎の保全改修工事を行う。また、常磐

西小学校の大規模改修工事の設計、川島小学校、八郷西小学校の長寿命化改修工事の

設計、日永小学校、中部中学校の保全改修工事の設計を行う。 

空調設備については、平成 20 年度以前に整備した保健室、職員室、校長室等の空

調設備の更新手続きを、令和７年度の供用に向け、引き続きＰＦＩ方式にて進めてい

く。 

 

【主な事業】 高花平小学校改築整備事業費        １，４２７，９００千円 

小中学校大規模改修事業費           ５８８，８００千円 

小中学校空調設備整備事業費            ８，１９８千円 

 

５．図書館、博物館の施策の充実 

図書館においては、市民、地域に役立つ図書館を目指し、子どもから高齢者、また

多様な興味や関心を持つ人たちのニーズに対応できるよう、幅広く豊富な蔵書や資料

の充実を図るとともに、非来館・非接触で利用でき、読書バリアフリー法に対応する

ことができる電子図書館を導入する。また、雨漏りによる資料汚損や内装材の劣化、

漏電等による事故防止のため、図書館屋上防水の改修工事を行う。そして、令和５年

度に現図書館が開館 50 年を迎えるにあたり、現図書館を作った時の思いや今までを

振り返る記念事業として、当時の図書館職員等による鼎談を行う。 

博物館においては、令和５年 11 月に開館 30 周年を迎える。これを記念した展覧会
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や講演会などのイベントを開催するほか、学校教育と連携した学習支援展示の充実に

取り組む。また、併設する四日市公害と環境未来館と連携したプラネタリウム番組を

充実させる。 

 

【主な事業】 図書資料整備費                 ３３，７６８千円 

人権啓発拠点推進事業費    ８７８千円 

       図書館維持管理費   １１２，２７５千円 

       電子図書館運営費                ５９，８８３千円 

       図書館運営費（文化事業）             １，１８４千円 

博物館特別展等開催費              ３７，５０６千円 

プラネタリウム投映事業費            ４３，９６６千円 
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四日市市奨学金支給事業 

 

１．目的 

 子育て家庭の経済的負担を軽減し、意欲ある学生が希望する進学先に進めるよう、経

済的理由から修学が困難な高校生、大学生等を対象とした奨学金を支給する。また、返

還免除型を併用することで、卒業後の定住促進にもつなげていく。 

 

２．内容 

 令和５年度奨学生への月額奨学金の支給と、令和６年度奨学生の募集及び入学支度

金の支給を行う。また、奨学金管理システムを導入する。 

    ・月額奨学金               ４６，３６８千円 

・入学支度金                ２，２５０千円 

・制度の周知・広報に係る経費     １３９千円 

・奨学金管理システム導入に係る経費    ４６，１８０千円 

  奨学金管理システム導入・財務会計システム改修  ４５，３００千円 

  システム保守                     ８８０千円 

 

 

３．予算額 ９４，９３７千円   （財源内訳）一般財源 ９４，９３７千円 

（前年度 ３４，８４０千円） 

 

 

奨学金の構成 

    高等学校等 大学等 対象 

月
額
奨
学
金 

（１／２給付） 

月額 

12,000 円 

月額 

24,000 円 

令和４年度奨学生 

（116 名分） 

令和５年度奨学生 

（定期募集枠 50 名分 

＋コロナ対応枠 50 名分） 

（１／２貸与） 

※返還時に市内在住なら

返還免除 

入学支度金（給付） 40,000 円 50,000 円 

令和６年度奨学生※ 

（50 名分） 

※新規入学生に限る 

担当 教育委員会 教育総務課 

疋田 

℡ ３５４－８２３６ 
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高花平小学校改築整備事業費 

 

１．目的 

高花平小学校の校舎の一部については、屋内廊下が無く、児童はベランダを廊下として

使用しているため、教室間の段差や便所の配置等、改築を行わなければ解消できない様々

な課題がある。これらの課題を解消するために、改築整備を行うとともに、学習環境の充

実・改善を図る。 

 

２．内容 

  （１）校舎改築工事                    １，３２２，６２８千円 

校舎改築：鉄筋コンクリート造４階建 

普通教室（９教室）、特別教室、職員室・校長室等管理諸室、 

昇降口、エレベーター、給食受入れスペース等 

渡り廊下改築（鉄骨造）、屋内運動場改修 

（２）工事監理業務                       ２２，４２２千円 

  （３）仮設校舎リース                      １６，１８０千円 

  （４）運動場整備工事                      ６６，６７０千円 

 

３．予算額 

   １，４２７，９００千円 （財源内訳）国庫支出金(1/2・1/3・2/7) ８１，０７６千円 

（前年度 ５３５，４００千円）       市  債         ８６８，３００千円 

一般財源         ４７８，５２４千円 

 

４．債務負担行為 

  ・高花平小学校運動場整備工事費 

    限度額  １００，０００千円    （総事業費） １６６，６７０千円 

    期 間  令和５年度から令和６年度まで 
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○事業予定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○配置図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

：引越し時期

10 4 5 62 8 10 11 17

令和４年度

64 2

令和３年度

11 12 1 2 39 10

令和５年度

7 3 12

運動場整備

939128 9

改築工事
監理業務

仮設校舎

5

改築工事

111 10 11

令和６年度

4 5 6 7 8

入札

（総合評価）

設計・諸手続き

建設

仮設校舎リース

既設校舎解体

入札

校舎改築（１６ヶ月）

契約手続き

屋内運動場改修

解体

運動場整備

設計及び地質調査

監理業務

入札

 

校 舎 棟 

屋内 

運動場 

仮設校舎 

運動場用地 

担当 教育委員会 教育施設課 

   粂内 

   ℡ ３５４－８２４５ 
 

渡り廊下 
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１．目的 

令和５年４月から全ての市立中学校に安全・安心な学校給食を提供するため、四日

市市学校給食センターの維持管理、運営を行う。 

 

２．内容 

（１）四日市市学校給食センター維持管理、運営業務      ６１８，８８４千円 

・維持管理、運営費                ５３２，８６３千円 

・施設整備費                    ８６，０２１千円 

 

（２）モニタリング支援業務委託（令和５～７年度）         ３，８００千円 

・市のモニタリングにおける専門的視点からの技術的支援業務 

 

（３）その他                     事業費   ２，６１３千円 

   ・公用車（リース）使用料、消耗品等の購入費 ほか 

 

３．予算額  ６２５，２９７千円   （財源内訳）一般財源 ６２５，２９７千円 

 

４．債務負担行為 

  ・給食センター維持管理・運営モニタリング支援業務委託費 

    限度額  ７，６００千円    （総事業費） １１，４００千円 

    期 間  令和５年度から令和７年度まで 

 

   
 

 

（新）給食センター管理運営費 

担当 教育委員会 学校教育課 

岡田、笠井 

℡ ３３７－８６０６ 
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１．目的 

いじめ、不登校、発達障害、家庭環境、ヤングケアラーなど子どもをめぐる多様な問題

が発生する中、教職員が専門的なスタッフと連携しながら「チーム学校」として課題解決

に向けた取り組みの充実を図り、早期かつ継続的な対応を実現する。 

 

２．内容 

（１）ＳＳＷ（スクールソーシャルワーカー）配置           １１，２７１千円 

  ・【拡充】拠点巡回型のＳＳＷを配置する。（７中学校区→９中学校区） 

  ・それ以外の中学校区に派遣型を配置する。 

 

（２）ＳＣ（スクールカウンセラー）、ＨＳ（ハートサポーター）配置  ３１，０８１千円 

・【拡充】市内全小学校にＳＣを週１日配置するため、週１日配置に満たない県ＳＣ配

置校３校に対し、追加配置する。 

・緊急支援が必要な場合に、ＨＳとして登録した臨床心理士を、対象校や家庭等へ派遣し、

対応チームを組織して支援を行う。 

 

（３）ＳＬ（スクールロイヤー）の活用       ６８０千円 

  ・弁護士によるいじめ防止授業、いじめに係る法律相談や研修会を充実させ、いじめ防止

につなげる。 

・ＳＬを導入している先進地域の視察により、具体的な相談状況や運用方法を把握する。 

 

（４）【拡充】いじめ相談アプリによる相談事業    ８，８０５千円 

・ＳＮＳを活用したいじめ等の相談受付を実施することにより、子どもたちが相談しやす

い環境づくりを進める。 

 

（５）その他                             ６，００５千円 

・いじめ防止啓発のぼり旗の作成、いじめ防止対策調査委員会報償、Ｑ－Ｕ調査、いじめ

対応等先進地視察調査研究、生徒指導緊急支援等 

 

 

 

３．予算額  ５７，８４２千円   （財源内訳）一般財源  ５７，８４２千円 

（前年度 ４８，８７６千円） 

 

「チーム学校」推進事業 

担当 教育委員会 指導課 

早川 

℡ ３５４－８２５６ 
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１．目的 

国が「学校の働き方改革を踏まえた部活動改革」として、部活動の地域移行を進める

中、部活動指導員、部活動協力員の配置や総合型地域スポーツクラブや各種目団体との

連携を進めることで持続可能な部活動と教員の負担軽減を実現する。 
 

２．内容 

（１）【拡充】部活動指導員（21 部活→34 部活）          １２，４９５千円 

  休日の部活動指導を中心に、部活動の技術指導や大会への引率等を行う部活動指

導員を配置し、教員の働き方改革を推進する。 

 

（２）部活動協力員（教員数が少ない小規模校を中心に配置）     １，０５５千円 

部活動の顧問が他の業務等により現場を離れている間に、部活動を行う生徒の 

安全を見守る。 

 

（３）【拡充】総合型地域スポーツクラブとの連携（１団体→３団体） ５，４７８千円 

   ３つの総合型地域スポーツクラブと学校部活動が連携し、土日の活動の在り方に

ついて、実践研究を行う。 

 

（４）【拡充】各種目団体による拠点型活動（３団体）        ３，１９０千円 

   各種目団体における拠点型活動を行うことにより、子どもたちが活動できる場と

専門的に指導を受けることができる場を提供し、休日の部活動に代わる場として、

実践研究を行う。 

 

（５）四日市市部活動在り方検討会における調査研究            ７５千円 

   部活動在り方検討会において、部活動の段階的な地域移行を実現させるための具

体的な方策について調査研究を行う。 

 

（６）先進地視察旅費                          ６４千円 

   部活動の地域移行を実現している先進地の視察を行う。 

 

３．予算額  ２２，３５７千円  （財源内訳）県支出金(2/3) １１，２００千円 

（前年度 １１，１１１千円）       一般財源    １１，１５７千円 

 

 

 

 

 

部活動サポート事業 

担当 教育委員会 指導課 

水谷 

℡ ３５４－８２５６ 
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１．目的 
 登校サポートセンターを核とし、校内ふれあい教室設置校に配置する専任教員、全中学

校に配置及び設置する不登校対応教員、校内不登校対策委員会と連携した取り組みを進め

ることで、不登校支援体制の充実・強化を図る。 

 

２．内容 

（１）登校サポートセンターにおける支援            ２０，３２９千円 

  ① 登校サポートセンター通級生への指導・相談 

  ② 登校サポートセンターへの継続的に通級や学校への登校につながらない不登校児

童生徒へのアウトリーチ支援（家庭訪問等） 

 

（２）【拡充】校内ふれあい教室専任教員の配置          ２４，５５９千円 

  不登校発生率が高い中学校へ専任教員を配置し、別室登校専用の「校内ふれあい教

室」で支援を行うことで、不登校生徒の学習機会と居場所を確保する。また、登校サ

ポートセンターが校内不登校対策委員会と連携し、校内の不登校児童生徒支援体制の

調整を行う。 

      〇令和５年度ふれあい教室設置校   中学校 14 校（令和５年度５校増） 

 

 （３）不登校児童生徒支援ボランティアの活用             ４４３千円 

   不登校児童生徒の心の安定を図り、自立に向けての支援を行うために、学生ボラン

ティアを家庭への派遣、登校サポートセンターでの学習及び活動支援及び学校への登

校支援に活用する。 

 

    【不登校児童生徒支援体制のイメージ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．予算額  ４５，３３１千円   （財源内訳）その他特財   ３，２７７千円 

 （前年度     ３０，８９５千円） （登校サポートセンター運営費負担金（三重郡３町）等） 

  一般財源   ４２，０５４千円 

 

不登校対策推進事業 

担当 教育委員会教育支援課 

    登校サポートセンター 福井 

   ℡ ３４５－３３５０ 
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インクルーシブ教育推進事業 

１．目的 

   障害等があっても、合理的配慮のもとでともに学ぶというインクルーシブ教育

の推進に向け、基礎的環境整備を図る。 
   

２．内容 

（１）小学校サポートルームの充実       ８，３５１千円 

   通級指導教室がない小学校に、個別の指導や支援を行うサポートルームを設置

し、特性に応じた指導・支援を実施する。 

・【拡充】サポートルーム設置にかかる非常勤講師配置校32校 

（令和５年度４校増） 

・新規設置校に教材教具を配置、実地研修を実施 

 

（２）介助員・支援員の適正配置     ２４３,４６５千円 

   特別支援学級に介助員を、通常の学級に特別支援教育支援員を、学校の状況に

応じて適正に配置する。 

  〇令和５年度配置予定数 

   ・【拡充】介助員127人（令和５年度２人増） 

・特別支援教育支援員33人（令和５年度増減なし） 
 
（３）医療的ケアの推進       ３４，７４２千円 

   医療的ケアが必要な児童生徒が在籍する学校において医療的ケアサポーター

（看護師）を配置するとともに、医療的ケアの安全な実施体制を推進する。 

  〇令和５年度配置予定数 

   ・医療的ケアサポーター   13人（対象校 小学校11校 対象児13人） 

   ・医療的ケア指導看護師   １人 

   ・医療的ケア指導医（委嘱） １人 

 

（４）特別支援教育コーディネーターの活動充実     ５，３０９千円 

   特別支援教育コーディネーターにかかる非常勤講師を配置し、活動を支援する。 

   ・【拡充】特別支援教育コーディネーターにかかる非常勤講師配置校 27校 

（令和５年度３校増） 

 

３．予算額 ２９１，８６７千円 （財源内訳）国庫支出金(1/3)  ９，５７０千円 

（前年度 ２３１，９０９千円）      一般財源    ２８２，２９７千円 

 
 担当 教育委員会 教育支援課 

林 

   ℡ ３５４－８２８５ 
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１．目的 

時間や場所を問わず読書を楽しむことができる図書館サービスを提供するため、来

館しなくても、各種タブレット端末等から読書ができる環境を整えた電子図書館を導

入する。 

 

２．内容 

一般書だけでなく、児童書や雑誌といった幅広い電子書籍を約２万冊導入するとと

もに、個人が保有しているタブレット等からのアクセスを可能にすることで、大人か

ら子どもまで幅広い層の読書環境の充実につなげる。また、文字の拡大表示や音声読

み上げ機能の活用により、読書バリアフリー法に対応していく。 

デジタル・デバイド※１に対応するための館内貸出用タブレット端末を準備し、図書

館内での利用を支援する。 

（１）電子図書館導入費                ５３，２３８千円 

   ・電子書籍、読み放題サービス使用料 

   ・クラウド使用料 

（２）館内貸出用タブレット端末購入費            ９９０千円 

（３）操作説明会開催補助業務委託            ３，３００千円 

（４）その他                      ２，３５５千円 

※１ デジタル・デバイド：インターネットやコンピューターを使える人と使えない人との 

間に生じる格差、情報格差 

 

○導入スケジュール（予定） 

  ５月    業者選定（プロポーザル） 

  ６月    契約締結 

  ７月～   選書作業 

  ８月～   操作説明会 

  １０月   運用開始 

 

３．予算額  ５９，８８３千円   （財源内訳）一般財源  ５９，８８３千円 

 

 

 
（新）電子図書館運営費 

担当  教育委員会 図書館 

    生川 

℡ ３５２－５１０８ 
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１．目的 

四日市市立博物館開館30周年を記念して、本市にゆかりのある木版画家の展覧会

開催や講演会、特別なイベントを行うほか、プラネタリウムでは特別番組の投映や

コンサートなどを行う。また、建物を利用して開館30年間を懐古できる演出などを

行っていく。 

２．内容 

【企画・展示】                       ２０，７８１千円 

・展覧会「立原位貫展」 

  長年本市に在住していた木版画家立原位貫氏を取り上げた展覧会を行い、江戸

時代の技術を再現した浮世絵復刻作品やオリジナル作品を展示する。展示作品

のうち、本市に関係のある復刻およびオリジナル作品を中心に購入する。 

・講演会 

作家澤田瞳子氏による「ミュージアムと私」をテーマにした記念講演会を行う。 

・イベント事業  

常設展「時空街道」を舞台に開館 30 周年を記念した謎解きイベントを行う。 

【プラネタリウム】                      ２，０８６千円 

 ・30 周年記念番組の投映 

    これまでの四日市のプラネタリウムの歩みを伝えるオリジナル作品の投映や

歩みを解説した展示を行う。 

・宇宙塾 

   渡部潤一氏(国立天文台特任(上席)教授)、福井康雄氏(名古屋大学大学院名誉

教授)を招き、宇宙に関する情報をわかりやすく解説する講座を開催する。 

・プラネタリウムコンサート（生演奏、ＣＤコンサート） 

・コズミックスクール（工作、バックヤードツアー） 

【その他】                          ６，５４０千円 

 ・建物を利用した開館30周年の演出 

   過去のポスターを印刷した養生シートを外壁改修時に使用することで、市民に

博物館の思い出を懐古いただく演出とし、開館30周年を迎えたことを積極的に

アピールする。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

３．予算額  ２９，４０７千円 （財源内訳）その他特財    ９，１８４千円 
      （博物館観覧料等） 

一般財源    ２０，２２３千円 

（新）開館 30 周年記念事業 

バードロアー（立原位貫オリジナル作品） 

【四日市十四川の紅葉】 

 

印刷した養生シートのイメージ 

 

担当 教育委員会 博物館 

管理係 田中、長田 

企画普及係 齋田 

天文係 加藤 

℡ ３５５－２７００ 

※展覧会・イベントの名称はすべて仮称 
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消 防 本 部 

 

 

 

新年度予算における基本的な方針 

 災害から市民の生命、身体及び財産を守るため、総合計画の基本的政策に掲げる「市

民を守る消防救急体制の確立」に向けた取り組みを進める。 

このことから、消防活動拠点の機能強化を図るため、北消防署北西出張所及び南消防

署西南出張所の独立した庁舎の整備や消防車両更新計画に基づいて消防車両の更新に

取り組む。 

また、老朽化した北消防署に併設する防災教育センターを令和５年度末の完成を目指

して、ＶＲなどの最新技術を活用した体験型施設に改修する。 

さらに、救急隊と医療機関における救急映像等伝送システムの事業化に取り組むとと

もに、救急隊員の研修の場として、新たに三重県立総合医療センターにおいて救急ワー

クステーションの試行運用を行い、開設に向けた整備に取り組む。 

加えて、地域防災の中核となる消防団の充実強化を目指し、消防団車庫の改築や消防

団員の防火外套の更新を行う。 

 

 

１．消防活動拠点の整備及び消防力の強化について 

本市の西部地域に設置している北西出張所及び西南出張所の機能強化を図るため、 

令和３年度から５か年事業として独立した庁舎の整備を進めており、北西出張所につ

いては、令和６年度の完成を目指して、令和５年度から建築工事を進める。西南出張

所については、令和５年度は実施設計業務に取り組む。 

また、消防車両更新計画に基づき、老朽化した高規格救急自動車、消防ポンプ自動

車及び火災原因調査車等を更新する。 

【主な事業】消防出張所整備事業費 ５９，３３５千円 

消防車両整備事業 ３１３，４８０千円 

 

２．防火・防災教育の充実について 

ＶＲなどの最新技術を活用したリアルな災害体験を通じて、市民に対してより効果

的な防災教育を展開できるように、北消防署に併設する防災教育センターの改修を実

施する。併せて、出張型防災教育を実施するため、地震体験車を導入する。 

また、引き続き管内の小中学生を対象とした防火防災教室を実施し、災害に強い人

づくりに取り組む。 

【主な事業】 防災教育センターリニューアル事業費 ２１８，８７０千円 
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３．救急業務の高度化について 

令和４年度に実施した救急映像等伝送システムの実証試験を踏まえ、医療機関を拡

充し、次世代高速通信（５Ｇ）やＩｏＴなどの先端技術を活用した救急映像等伝送シ

ステムの事業化に取り組む。 

また、救急隊員の研修の場を充実させるため、市立四日市病院に加えて、新たに三

重県立総合医療センターにおいて救急ワークステーションの開設に向けた整備に取

り組み、医療機関との連携強化を図る。 

さらに、救急業務の高度化に対応するため、救急車に複数の救急救命士が乗車でき

るよう、計画的な救急救命士の養成を行う。 

【主な事業】 救急業務高度化事業費 ２４，２４８千円 

 救急ワークステーション事業 １，５１２千円 

 救急救命士養成事業 ７，８４７千円 

 

４．消防団の充実強化について 

地域における消防力・防災力の向上に大きな役割を果たしている消防団について、

老朽化した消防分団車庫の改築を進めるほか、消防団員の防火外套については、３か

年計画の２年目として１６３着を更新し、消防団員の活動しやすい環境づくりを推進

する。 

また、消防団員の確保に向けて、引き続き消防団活動のＰＲなどに取り組む。 

【主な事業】 消防分団車庫整備事業費 ６２，６６７千円 

消防団員防火外套更新事業 １５，９５８千円 

 

５．消防指令センターの共同運用について 

四日市市、桑名市及び三重郡菰野町の３消防本部で共同運用している三重北消防指

令センターの円滑な運用と適切なシステムの維持管理を図る。 

また、令和８年４月の運用開始を目指して、老朽化等により現行のシステムを更新

整備するため、消防指令システム及び消防指令センター改修工事の実施設計を行う。 

【主な事業】 消防指令センター共同運用事業費 ４４，０５７千円 

        消防指令システム整備事業費         １８，０９１千円 

 

６．火災予防対策の推進について 

  コンビナート事業所や防火対象物への立入検査や消防訓練などの防火安全指導を

行うとともに、消防法令に係る違反対象物の是正を推進する。 

また、建物火災による被害を軽減するために、引き続き住宅防火対策に努めるとと

もに、市民の防火意識の高揚を図るため、ＳＮＳなどを活用して火災予防の啓発活動

を実施する。 

さらに、予防業務に関する申請・届出・検査のオンライン化について取り組む。 

【主な事業】 火災予防関係事業活動費 １，１１０千円 
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１． 目的 

本市西部地域に設置している北消防署北西出張所（保々地区市民センター併設）及び

南消防署西南出張所（小山田地区市民センター併設）について、独立した消防出張所庁

舎の整備を行い、消防活動拠点としての機能強化を図る。 

 

２． 内容 

（１）北西出張所整備事業 

旧保々ふれあい会館跡地に、消防出張所庁舎（保々分団車庫含む）の建築工事を行う。 

・敷地面積  約 2,000 ㎡ 

・建築構造  鉄骨造平屋建て 

・建築延面積 約 370 ㎡ ※保々分団車庫含む 

 ・施設用途  （建物）  事務室、車庫、仮眠室、浴室、トイレ、倉庫、分団車庫 

（主な施設）自家給油施設、自家発電設備、太陽光発電パネル 

 

【敷地配置図】 

【整備スケジュール】 令和６年度中 開署予定 

令和４年度 令和５年度 令和６年度 

実施設計 
 

 
 

消防出張所整備事業費 

分団車庫 
北西出張所 

緊急車両出入口 

自家給油施設 

公 

 

道 

既設車庫 

建築工事 
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（２）西南出張所整備事業 

  六名町地内に、消防出張所庁舎を整備するため、実施設計を行う。 

 

・敷地面積  約 1,500 ㎡ 

・建築構造  鉄骨造平屋建て 

・建築延面積 約 300 ㎡ 

 ・施設用途  

 （建物） 

  事務室、車庫、仮眠室、 

  浴室、トイレ、倉庫 

 （主な施設） 

自家給油施設、自家発電設備、   

太陽光発電パネル 

 

 

【整備スケジュール】令和７年度中 開署予定 

令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

用地取得 

調査業務 

  

 

 

３．予算額 ５９，３３５千円   （財源内訳）市  債   ３４，４００千円 

（前年度 １５，９６７千円）        一般財源   ２４，９３５千円 

 

４．債務負担行為 

・北西出張所及び保々分団車庫整備工事費 

    限度額 ２５４，３４３千円（総事業費 ３１３，８６３千円） 

    期 間 令和５年度から令和６年度まで 

 

・西南出張所整備工事設計業務委託費 

    限度額  １２，６７２千円（総事業費  １７，５６０千円） 

    期 間 令和５年度から令和６年度まで 

 

担当 消防本部 総務課 

   柴原 

TEL ３５６－２００３ 

小山田記念温泉病院 

整備予定地 

実施設計 建築工事 
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１．目的 

  火災・救急・救助等に迅速かつ的確に対応するため、消防車両更新計画に基づき、

車両の更新及び機能強化を行う。 

 

２．内容 

（１）車両更新事業 

 ○高規格救急自動車【朝日川越分署、南消防署西南出張所】 

平成 28 年度に配備した高規格救急自動車２台を更新する。 

  

○消防ポンプ自動車【橋北分団、日永分団、楠分団】 

平成 15 年度に配備した消防ポンプ車３台を車両総重量 

３．５ｔ未満のＣＤ－Ⅰ型に更新する。 

 

○資機材搬送車【消防救急課、北消防署】 

平成 17 年度に配備した資機材搬送車２台をコンテナタ  

イプ及び平ボディタイプに更新する。 

 

○火災原因調査車【消防救急課】 

平成19年度に配備した火災原因調査車を更新する。 

 

○防災指導車【北消防署、南消防署】、連絡車【情報指令課】 

 平成 19 年度に配備した防災指導車２台と連絡車を電気   

自動車に更新する。 

 

○大型高所放水車（はしご機能付き）【南消防署】 

平成16年度に配備したコンビナート災害対応の大型高所 

放水車（はしご機能付き）を更新する。 

 

（２）消防活動用機器整備事業 

 〇高規格救急自動車用ＡＥＤの整備 

高規格救急自動車用ＡＥＤを３台更新する。 

 

 

３．予算額 ３１３，４８０千円 （財源内訳）県支出金（10/10）   ５６，３４３千円 

（前年度 ３９３，３２０千円）      その他特財     ２４，２５０千円 

（朝日、川越二町消防事務受託費） 
                     一般財源       ２３２，８８７千円 

担当 消防本部 総務課 

   柴原 

TEL ３５６－２００３ 

消防車両整備事業 

 

高規格救急自動車 

消防ポンプ自動車（CD-Ⅰ型） 

資機材搬送車（コンテナタイプ） 
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１．目的 

  北消防署に併設する防災教育センターを市民が災害を身近に感じることができ、実践

的な対応を学ぶことができる機材を導入して施設を改修するとともに、地震体験車を導

入し、リアルな災害体験を通じて防災意識の向上を図る。 

 

２．内容 

  【拡充】四日市市マッピングシアター、災害連鎖シアター、煙体験などのコンテンツ

を駆使して、市民等が災害をリアルに感じることができる体験型施設として改修を行う

とともに、出張型の防災教育拠点として地震体験車を導入する。 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今後のスケジュール 

 

    

３．予算額 ２１８，８７０千円    （財源内訳） 市  債  １４９，４００千円 

 （前年度 １５，１００千円）                  その他特財  ６，４００千円 

（朝日、川越二町消防事務受託費） 
                          一般財源  ６３，０７０千円 

 

令和５年度 令和６年度 

施設改修、機材導入等 リニューアルオープン（５月予定） 

防災教育センターリニューアル事業費  

担当 消防本部 消防救急課 

   畑 

   TEL ３５６－２００５ 

【煙体験】  【地震体験車】 

【災害連鎖シアター】 

≪主な内容≫ 

【四日市市マッピングシアター】 
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１．目的 

  迅速な救急搬送と医療機関の受け入れ体制の確保を図るため、救急映像等伝送シ

ステムを導入する。 

 

２．内容 

【拡充】令和４年度に市立四日市病院と実施した、救急映像等伝送システムの実

証試験を踏まえ、令和５年度は三重県立総合医療センター及び四日市羽津医療セン

ターへ拡充し、事業化を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．スケジュール 

 

 

 

 

 

 

 

４．予算額 ２４，２４８千円    （財源内訳） その他特財 ２，０１７千円 

（前年度  １，７００千円）         （朝日、川越二町消防事務受託費） 
一般財源 ２２，２３１千円       

 

 

 

救急業務高度化事業費 

担当 消防本部 消防救急課 

   堀 

   TEL ３５６－２００６ 

救急車内・救急現場 

・救急隊が傷病者を観察（意識・呼吸・脈拍・血圧・心電図・SPO2、怪我の状態など）し、

その情報を医療機関へ伝送する。 

医療機関 

【市立四日市病院、三重県立総合医療センター、四日市羽津医療センター】 

・医師が傷病者の生体情報及び怪我の状態をモニターで確認する。 

・処置に対する指示・助言を行い、受け入れ体制を整える。 

 
心電図         怪我の状態 

心電図         怪我の状態 

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

令和５年度

準備期間 事業化

映像等伝送

システム入札

（予定）

８月議会

契約議案

（予定）
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１．目的 

  地域の消防防災活動拠点である消防分団車庫のうち、老朽化の著しい車庫について

整備を行う。 

 

２．内容 

（１）改築工事【県分団車庫、保々分団車庫】 

昭和 59 年度に建築した県分団車庫は築後 38 年が経過し、老朽化が進んでいるこ

とから改築工事を行う。 

また、昭和 52 年度に建築した保々分団車庫については、北消防署北西出張所と一

体整備を行う。 

   

〇県分団車庫の改築後の建物概要 

   ・建物構造 鉄骨造２階建て 

   ・延べ面積 約 82 ㎡ 

   ・建物用途 １階 消防車庫 

         ２階 詰所 

・県地区市民センター敷地内の同場所で改築 

  〇保々分団車庫の改築後の建物概要 

・建物構造 鉄骨造平屋建て 

   ・延べ面積 約 70 ㎡ 

   ・建物用途 消防車庫、詰所 

   ・旧保々ふれあい会館跡地内に移転改築 

（２）設計業務委託【川島分団車庫、下野分団車庫】 

 老朽化が進んでいる川島分団車庫及び下野分団車庫について、改築に向けた設計

を行う。 

  

 

３．予算額 ６２，６６７千円     （財源内訳） 一般財源 ６２，６６７千円 

（前年度 ８０，８６３千円） 

 

４．債務負担行為（再掲） 

  ・北西出張所及び保々分団車庫整備工事費 

    限度額 ２５４，３４３千円  （総事業費 ３１３，８６３千円） 

   期 間 令和５年度から令和６年度まで 

消防分団車庫整備事業費   

担当 消防本部 総務課 

   柴原 

   TEL ３５６－２００３ 

改築後のイメージ 
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担当 消防本部 情報指令課 

   森 

   TEL ３２５－３１１９ 

 

 

 

 

１．目的 

四日市市、桑名市及び菰野町の３消防本部

により運用を行っている消防指令システムに

ついて、老朽化等の理由により令和８年４月

の運用開始を目指して更新整備を実施し、安

定した通信指令体制の維持を図る。 

 

 

２．内容  

  令和５年度は、消防指令システムの更新整備に向けた消防指令システム及び消

防指令センター改修工事の実施設計を行う。 

（１）消防指令システム等更新工事実施設計    １６，７４６千円 

 

（２）消防指令センター改修工事実施設計      １，３４５千円 

【令和 5 年度：1,345 千円、令和 6 年度：3,137 千円 総事業費 4,482 千円】 

 

【整備スケジュール】 

令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度

消防指令システム等の更新
旧消防指令システムの撤去

消防指令センターの改修

個

別

整

備

デジタル無線移動局の更新

事業内容

共
同
整
備

実施設計

実施設計

整備・撤去

新設改修 既設改修

整備

運用開始

 

  

３．予算額 １８，０９１千円   （財源内訳）その他特財 １０，０３２千円 

（消防指令センター共同運用整備負担金） 

（朝日、川越二町消防事務受託費） 
       一般財源   ８，０５９千円 

 

４．債務負担行為 

  ・消防指令センター改修工事設計業務委託費 

    限度額 ３，１３７千円（総事業費 ４，４８２千円） 

    期 間 令和５年度から令和６年度まで 

 

（新）消防指令システム整備事業費 

（三重北消防指令センター） 
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上 下 水 道 局 
 

新年度予算における基本的な方針 

上下水道は、市民生活に直結する重要なライフラインであることから、より

一層市民に信頼される上下水道を目指し、計画的に施設修繕や点検を行うなど

適正な維持管理に努めるとともに、計画的な施設整備・更新等を進め、新型コロナ

ウイルス感染症の影響の長期化及び原油高騰・物価高騰や急激な円安などの情勢下

にあっても健全で安定した上下水道サービスの提供を行う。 

水道事業については、節水型社会の進展やライフスタイルの変化などの影響

から水需要が、平成８年度をピークに総じて減少傾向を示している。令和５年

度については、新型コロナウイルス感染症の影響により大口利用者の水需要は

減少するものの、給水戸数の増加により収益は微増するものと考えている。こ

のような状況においても、安全で良質な水道水を引き続き安定して供給するた

め、四日市市水道ビジョン２０１９及び四日市市水道事業経営戦略を基本とし

た第３期水道施設整備計画に基づいて、基幹管路の耐震化及び経年管路施設の

更新等を図るともに、ＩＣＴ・ＡＩ技術の活用や官民連携を進めながら業務の

効率化を図りコストの削減に努める。 

また、全国的にも懸念される水道技術の継承については、研修等を通じた職

員の知識・技術力向上に努めつつ、ナレッジマネジメントなど新たな技術継承

の取り組みを図る。 

 下水道事業については、四日市市生活排水処理施設整備計画（アクションプ

ログラム）及び四日市市下水道事業経営戦略に基づく汚水管整備の推進や既存

施設の更新及び施設の適正な維持管理に一層努めるとともに、包括維持管理委

託などの官民連携やＩＣＴ技術の活用により業務の効率化を図りコストの削減

に努める。また、下水道の未普及区域における合併浄化槽の普及と適正な維持

管理の促進を進め、「水洗化による生活環境の向上」及び「川や海などの公共用

水域の水質保全」を図る。 

さらに、「雨に強いまちづくり」を進めるため、令和３年度に策定した雨水管

理総合計画に基づき市街化区域における総合的な雨水対策として、雨水排水対

策施設の整備や既存施設の更新及び適正な維持管理を行う。 

 なお、上下水道事業は公営企業として、使用料等の財源確保に努めるととも

に、経営の効率化を図り、将来にわたり持続可能で健全な経営を行う。 

 

水 道 事 業 

将来にわたって安全安心で良質な水道水を安定して供給していくため、第３

期水道施設整備計画（令和元年度～令和 10 年度）に基づき整備を進める。 
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小牧水源地において紫外線処理施設の整備を行うとともに、基幹施設の耐震

化並びに経年管及び経年施設の更新を推進するほか、取水井更新による水源確

保にも取り組む。 

【主な事業】 第３期水道施設整備事業          2,407,200 千円 

・高度浄水処理施設整備 

・基幹施設耐震化 

・経年管路更新 

・経年施設更新 

・中央通り再編事業に伴う管網整備 

・水源確保（取水井更新） 

 

下 水 道 事 業 

１．汚水対策事業について 

生活環境の向上及び川や海などの公共用水域の水質保全を図るため、四日市

市生活排水処理施設整備計画（アクションプログラム）に基づき、汚水管渠の

整備を進めるとともに、既存施設の更新に取り組み、適切な維持管理を行う。 

【主な事業】 公共下水道汚水対策事業          4,765,000 千円 

・管渠整備（各地区における整備） 

・管渠更新（団地内老朽管及びストックマネジメント 

計画に基づく管更生） 

・施設整備（処理場施設の増設、合流施設の整備） 

・施設更新（既存施設の改築、更新） 

 

 

２．雨水対策事業について 

市街化区域の集中豪雨等による浸水対策を図るため、雨水管理総合計画に基

づき、雨水排水施設の整備を推進するとともに、既存施設の耐震化及び更新に

取り組み、適切な維持管理を行う。 

【主な事業】 公共下水道雨水対策事業          3,019,000 千円 

・雨水調整池（日永地区）事業計画変更 

・中央通り再編事業に伴う雨水排水施設整備 

・合流施設の整備 

・施設更新（既存施設の耐震化、更新） 
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農 業 集 落 排 水 事 業 

農村集落の生活環境の向上及び公共用水域の水質保全を図るため、農業集落

排水施設の適切な維持管理を行う。 

【主な事業】 施設維持管理経費（11 地区）        241,595 千円 

          

 

 

コミニティ・プラント事業 

生活環境の向上及び公共用水域の水質保全を図るため、コミニティ・プラン

ト施設の適切な維持管理を行う。 

【主な事業】 施設維持管理経費（２地区）         110,279 千円 

 

 

 

合 併 浄 化 槽 事 業 

生活環境の向上及び公共用水域の水質保全を図るため、個人の合併浄化槽設

置及び適正管理に対して、補助金を交付する。 

【主な事業】 合併浄化槽整備促進事業            58,848 千円 

合併浄化槽水質浄化促進事業          80,141 千円 
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１．目的 

  小牧水源地において、厚生労働省の「水道におけるクリプトスポリジウム等対策指針」

に基づき、安心安全な水道水の供給を行うため、紫外線処理施設の整備を行う。 

 

２．内容 

 本事業は、令和５年度に用地購入し、令和５年度から令和８年度までの４か年で、紫

外線処理施設の整備及び経年化しているｐＨ調整設備等の更新も併せ、設計施工一括発

注方式により事業を行う。また事業の履行監視（モニタリング）業務を発注する。 

・用地購入（令和５年度）                  ５６，１２２千円 

・施設整備（令和５年度～令和８年度） 

    概要 

紫外線処理施設     処理水量 27,240 ㎥/日   

着水井兼揚水ポンプ井   6.5m×15.0m×3.7m   2 井 

流出井       12.0m×16.0m×3.7m  1 井 

ｐＨ調整設備等      一式 

・モニタリング業務（令和５年度～令和８年度） 

 

３．予算額    ５６，１２２千円  (財源内訳) 国庫補助金(1/4)  ８，９８１千円 

（全体事業費 ３，６５６，１２２千円）         企業債      ３３，６００千円 

                      （経年施設更新を含む。）          自己財源       １３，５４１千円 

 （前年度 ０千円） 

 

 

 

  

 

  

  

 

 

 

 

 

 

４．債務負担行為 

   高度浄水処理施設整備事業費（令和５年度） 

限度額 ３，６００，０００千円 

期 間 令和５年度から令和８年度まで 

 担当 上下水道局施設課 

櫻井 ℡ ３５４－８３６４ 

水道事業会計 

高度浄水処理施設整備事業 

【概略工程表】

R5 R6 R7 R8
用地購入
施設整備
ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ業務

年度
項目
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１．目的 

  更新時期を迎える管路の老朽化対策として、昭和 44 年度以前に布設された導水管、

送水管、口径 75mm 以上の配水管の布設替えを行い、安全でおいしい水の安定的な供給

を確保する。   

 

２．内容 

（１）経年管路更新（現年）                 ９５０，０００千円 

    ・ 配水管の布設替  L=7,400m 

        主な整備箇所：富田、羽津、中部、塩浜 他 

    ・ 水管橋の更新設計（海蔵川） 

     

 

（２）経年管路更新（令和４年度～令和５年度）        ２０６，０００千円 

・ 配水管、導送水管の布設替  L=900m  

        主な整備箇所：泊、桜台二丁目 他 

            

  

３．予算額  １，１５６，０００千円  （財源内訳）企 業 債  ３４６，８００千円 

（前年度  １，２２３，０００千円）       自己財源  ８０９，２００千円 

   ※前年度は、バスタ関連費 ２２９，０００千円含む  

                                         

 

 

                                                                                                                                                       

水道事業会計 

経年管路更新事業 

 

担当 上下水道局水道建設課 

   山下 ℡ ３５４－８３６５ 
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１．目的 

  中央通り再編事業に併せて、諏訪栄町内南側の水道管更新工事を令和５年度から令

和９年度に実施していく。また、西浦一丁目の配水支管布設替を行う。 

 

２．内容 

 

（１）水道管布設替（令和５年度～令和９年度）     ９８０，０００千円 

      ・スケジュール（予定） 

水道管仮設工事（令和５年度）         ２００，０００千円 

水道管復旧工事（令和６年度～令和９年度）   ７８０，０００千円 

          整備箇所：諏訪栄町 

 

（２）水道管布設替（現年）                  ７５，０００千円 

        ・配水支管の布設替  L=500m 

           整備箇所：西浦一丁目 

 

３．予算額 ２７５，０００千円  （財源内訳）企 業 債    ８２，５００千円 

（前年度  ０千円）       自己財源  １９２，５００千円 

 

４．債務負担行為 

中央通り再編事業に伴う管網整備事業費（令和５年度） 

限度額 ７８０，０００千円 

期 間 令和５年度から令和９年度まで 

                                                                                    

水道事業会計 

中央通り再編事業に伴う管網整備事業 

 

担当 上下水道局水道建設課 

   山下 ℡ ３５４－８３６５ 
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１．目的 

     市民の生命・財産を守る「雨に強いまちづくり」を進めるため、市街化区域の雨水

排水施設の整備を推進する。 

 

２．内容 

（１）施設整備         ５９２，０００千円 

  特に浸水被害の多い地域について施設整備を進めるとともに、老朽化により再構築

が必要な合流施設の整備を行う。 

・雨水調整池（日永地区）事業計画変更           ３６，０００千円 

・中央通り再編事業に伴う雨水排水施設整備        ３３０，０００千円 

  ・排水路改良工事（尾平）等               ２１０，０００千円 

  ・合流施設再構築                     １６，０００千円 

 （２）施設更新      ２，４２７，０００千円 

雨水排水施設の更新及び耐震等を行う。 

・雨水ポンプ場及び排水機場（更新）  

落合ポンプ場ほか６箇所   １，５２３，４００千円 

・合流ポンプ場（更新） 阿瀬知ポンプ場ほか３箇所    ４８６，６００千円 

・雨水ポンプ場（耐震・耐水化）  

磯津第１ポンプ場ほか３箇所   ２２７，０００千円 

・塩浜雨水１号幹線（耐震）               １５０，０００千円 

  ・合流式下水道管路（更新）                ４０，０００千円 

 

３．予算額 ３，０１９，０００千円    

 （前年度 ３，０１１，０００千円）  （財源内訳）   

国庫補助金  (1/2・4/10)   ９５６，５００ 千円 

                   企 業 債        １，７５４，７００千円 

                   負 担 金           ２３，２６１千円

自 己 財 源           ２８４，５３９千円 

 

                                         

 

下水道事業会計 

公共下水道雨水対策事業 

担当 上下水道局下水建設課 

伊藤  ℡ ３５４－８２２４ 

上下水道局施設課 

田島  ℡ ３５４－８２２０ 
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１．目的 

生活環境の向上及び川や海などの公共用水域の水質保全を図るために、公共下水

道（汚水）施設を計画的に整備する。 

 

２．内容 

（１）管渠整備   ３，４８９，０００千円 

各地区において計画的に推進してきた汚水管渠の整備（面的な整備）を引き続き

進める。 

整備地区：下野、八郷、大矢知、羽津、三重、桜、常磐、四郷、内部 

河原田（L=19.7 ㎞） 

 

（２）管渠更新     ３８０，０００千円 

団地内老朽管やストックマネジメント計画に基づく管渠更新を行う。 

  ストックマネジメント：諏訪町ほか７町（納屋排水区、笹川第５地区） 

  団地：あかつき台、笹川、桜台 

   

（３）施設整備     ４８８，０００千円 

  日永浄化センター第４系統の施設増設や老朽化により再構築が必要な合流施設の

整備を行う。 

 

（４）施設更新     ４０８，０００千円 

ストックマネジメント計画に基づくポンプ場の既存施設改築及び日永浄化センタ

ー第３系統水処理設備更新の設計を行う。 

   既存施設：阿瀬知ポンプ場ほか２箇所（設備更新） 

       日永浄化センター第３系統（設備更新設計） 

 

３．予算額 ４，７６５，０００千円       

 （前年度 ４，１５８，０００千円） （財源内訳） 

             国庫補助金  (5.5/10・1/2)    １，４９６，０００千円  

              企 業 債                  ２，８６３，８００千円 

                          自 己 財 源                    ４０５，２００千円 

  

下水道事業会計 

公共下水道汚水対策事業 

 

担当  上下水道局下水建設課 

     伊藤  ℡ ３５４－８２２４ 

     上下水道局施設課 

     田島  ℡ ３５４－８２２０ 
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１．目的 

     ゲリラ豪雨や台風等に伴う浸水被害を軽減するため、多目的モバイルポンプユニッ

トを１台購入するものである。 

 

２．内容 

   多目的モバイルポンプユニットは、バキュームカーの機能と排水ポンプの機能を

有しており、ポンプ・原動機・制御盤が一体となったユニット設備であることから、

迅速かつ容易に扱うことが可能であるため、降雨災害等の対策をはじめ、様々な用

途に活用する。 

＜仕様＞ 

  

項目 仕様

吐出量 3.6㎥/min

揚程 9.5m

連続運転

可能時間
約56時間

寸法（m） 約L2.4×W1.2×H1.8 
  

＜活用イメージ＞ 

① 冠水時の緊急排水           ②道路陥没、管路閉塞等における緊急排水 

   

 

３．予算額 ２２，０００千円       （財源内訳） 自己財源  ２２，０００千円 

 

 

                                           

下水道事業会計 

（新）多目的モバイルポンプユニット購入費 

（雨水排水対策事業費） 

担当 上下水道局施設課 

田島 ℡ ３５４－８２２０ 
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市 立 四 日 市 病 院 

 

新年度予算における基本的な方針 

 医療を取り巻く環境は、新型コロナウイルス感染症への対応、人口減少や高齢

化の進展による医療ニーズの変化、働き方改革、デジタル化の推進など、課題は

多岐にわたっており、厳しい状況となっている。 

 こうした状況に加え、政府においては感染対策と社会経済活動の両立が図ら

れる中、令和５年度の当初予算では、コロナ対応予算も確保しつつ、急性期医療

をより充実させることにより、入院・外来収益などの増加を見込んでいる。また、

エネルギー価格をはじめとした物価や労務費の上昇に対応し、委託料などの経

費増加も見込むなど、先行き不透明な状況下においても救急医療、高度医療など

を十分に提供できるよう、予算を編成した。 

 施設整備については、令和４年度に工事に着手した配管・配線類等をはじめと

する老朽化した病院施設の大規模改修事業の令和８年度完了を目指して事業の

進捗を図るとともに、更新時期を迎えた設備機器を更新する。また、医療機器整

備については、患者に安全・安心で高度な医療を提供するため、順次最新の医療

機器に更新し、一層の充実を図るとともに、患者満足度の向上に向けて、病室や

外来に無料Ｗｉ-Ｆｉ環境を整備する。 

 今後も、高度化、多様化、複雑化する医療ニーズに対応しながら、令和５年度

に第四次市立四日市病院中期経営計画の見直しを行い、医療の質の向上や経営

の健全化を図るとともに、急性期医療を担う北勢地域の中核病院として、さらな

る医療機能の分化と関係機関との連携をより一層強化し、安定した医療提供に

努めていく。 

 

１．病院施設大規模改修事業 

昭和 53 年の移転新築以来、未改修のままである配管・配線類等のインフラ

更新に併せて、薬局、中央検査室、中央放射線室を中心とした部門改修および

患者支援のための入退院支援部門の新設、院内セキュリティ対策の強化などを

行う。令和５年度は工事開始から２年目を迎え、令和８年度の完成を目指して

事業を進める。 

【主な事業】病院施設大規模改修工事           875,600 千円 

      病院施設大規模改修工事監理業務委託      22,500千円 

      備品等移設支援業務委託            7,200千円 

      備品等移設業務委託              9,500千円 

      ネットワーク整備業務委託           28,300千円 

      仮設プレハブ設置及び賃貸借          31,400千円 
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２．その他病院施設改修事業 

安定して設備を稼働させ、安全で快適な療養環境等を提供するため、更新時

期を迎えた設備機器を更新する。空調や電気、ボイラー等の設備に備え付けら

れている自動制御端末装置の更新を図るとともに、ＮＩＣＵ（新生児集中治療

管理室）やＭＦＩＣＵ（母体胎児集中治療室）等に設置された空調機の更新を

図る。 

【主な事業】自動制御端末装置更新工事          148,720 千円 

      ＮＩＣＵほか空調機更新工事          3,146 千円 

 

３．医療機器等整備事業 

患者に高度な医療を安定的に提供するため、デジタルマンモグラフィ装置、

超音波画像診断装置、内視鏡システムセンターをはじめとした医療機器等の整

備更新を図る。 

【主な事業】デジタルマンモグラフィ装置、超音波画像診断装置、 

内視鏡システムセンターほか購入       500,000 千円 

 

４．Ｗｉ－Ｆｉ環境等整備事業 

患者満足度の向上の取り組みとして、スマートフォン等によるインターネッ

ト利用が増える中、入院患者のオンライン面会や外来患者の待ち時間にスマー

トフォン等を利用しやすいよう、病室や外来に無料Ｗｉ－Ｆｉ環境を整備する。

また、医療従事者が利用する業務用インターネット系ネットワーク設備の更新

も図る。 

【主な事業】患者用Ｗｉ－Ｆｉ環境整備業務委託      110,000 千円 

      業務用インターネット系ネットワーク更新業務委託 

                             24,000 千円 
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１．目的 

病院運営を継続していくために必要となる、経年劣化が進むインフラを主とし

た病院施設の老朽化対策とともに、患者にとってより安全、安心で快適な医療環

境の整備を行う。 

 

２．内容 

昭和 53 年の移転新築以来、未改修のままである配管・配線類等のインフラ更新

に併せて、薬局、中央検査室、中央放射線室を中心とした部門改修および患者支援

のための入退院支援部門の新設、院内セキュリティ対策の強化などを行う。 

令和５年度は、３期に分割して進める計画のうちの１期分および２期分を実施

する。 

 

３．予算額 ９７４，５００千円  （財源内訳）企業債   ８９８，１００千円 

（前年度 ２２３，８００千円）       自己財源   ７６，４００千円 

 

４．債務負担行為 

・病院施設大規模改修事業費（２期） 

限度額 １，０５９，２００千円（財源内訳）企業債 １，０５５，７００千円 

期 間 令和５年度から令和６年度まで   自己財源    ３，５００千円 

 

 

○予算の内訳                             

 

 

 

 

 

（単位：千円）

令和4年度 令和5年度 令和6年度
（債務負担行為限度額）

計

ア  大規模改修工事(1期) 125,400 518,100 － 643,500

イ  大規模改修工事監理業務委託(1期) 10,900 15,600 － 26,500

ウ  備品等移設支援業務委託(1期) 3,600 3,500 － 7,100

エ  仮設プレハブ設置及び賃貸借 74,400 31,400 － 105,800

オ  大規模改修工事(2期) － 357,500 1,035,100 1,392,600

カ  大規模改修工事監理業務委託(2期) － 6,900 20,600 27,500

キ  備品等移設支援業務委託(2期) － 3,700 3,500 7,200

ク  備品等移設業務委託 － 9,500 － 9,500

ケ  ネットワーク整備業務委託 － 28,300 － 28,300

214,300 974,500 1,059,200 2,248,000

区　　分

合　　計

市立四日市病院事業会計 

病院施設大規模改修事業 

217



   

○事業スケジュール（予定） 

区  分 R4 R5 R6 R7 R8 

工事・工事監理・備品等移設支援 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主
な
工
事
内
容 

①インフラ改修 
 

 

 

 

  

 

 

②部門改修 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③入退院支援部門の設置      

④セキュリティ対策の 

強化など 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

仮設プレハブ設置及び賃貸借      

 

 

（参考）令和６年度以降の予定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎想定事業総額（令和４年度～令和８年度）    ４，８１８，１００千円 

  令和４年度（令和４年度予算）          ２１４，３００千円 

  令和５年度（今回予算計上）           ９７４，５００千円 

令和６～８年度（現時点想定額）       ３，６２９，３００千円 

 

自動扉設置 院内サイン 

中央検査室 

１期分 

２期分 ３期分 

薬局・中央放射線室(MRI) 

枠線内：令和 5 年度予算計上範囲 

担当 市立四日市病院施設課 古市 

総務課 上川、森 

℡ ３５４－１１１１ 

（単位：千円）

令和6年度 令和7～8年度 計

 仮設プレハブ設置及び賃貸借 2,000 14,200 16,200

 大規模改修工事(2期) 1,035,100 － 1,035,100

 大規模改修工事監理業務委託(2期) 20,600 － 20,600

 備品等移設支援業務委託(2期) 3,500 － 3,500

 大規模改修工事(3期) 0 2,131,800 2,131,800

 大規模改修工事監理業務委託(3期) － 45,000 45,000

 備品等移設支援業務委託(3期) － 12,200 12,200

 備品等移設業務委託 19,400 42,700 62,100

 ネットワーク整備業務委託 29,700 48,400 78,100

 備品購入 126,500 98,200 224,700

合　　計 1,236,800 2,392,500 3,629,300
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１．目的 

患者満足度の向上の取り組みとして、スマートフォン等によるインターネット

利用が増える中、入院患者のオンライン面会や外来患者の待ち時間にスマートフ

ォン等を利用しやすいよう、病室や外来に無料Ｗｉ－Ｆｉ環境を整備する。ま

た、医療従事者が利用する業務用インターネット系ネットワーク設備の更新も図

る。 

 

２．内容 

(1)患者用無料Ｗｉ－Ｆｉ環境整備 

整備場所 

 入院病棟の全病室、外来ホール、外来待合 

 

(2)業務用インターネット系ネットワーク更新 

医療従事者が利用するインターネット環境は、近年オンラインでの会議・セ

ミナーなどデータ通信量の増加に伴いネットワークの遅延も発生しているた

め、設備を更新する。 

 

３．予算額 １３４，０００千円  （財源内訳）企業債 １３４，０００千円 

 

＜無料Ｗｉ－Ｆｉの主な整備場所＞ 

   

   

   

   

   

   

   

        病 室                  外来待合 

  

  

  

  

  

市立四日市病院事業会計 

（新） Ｗｉ－Ｆｉ環境等整備事業 

担当 市立四日市病院 

総務課  森 

℡ ３５４－１１１１ 
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（単位：千円）

会計 款 項 所属 事　業　名
令和5年度

予算
特定財源 一般財源 事　　　業　　　概　　　要

総務費 総務管理費 文化課 文化振興事業支援補助金 1,000 0 1,000

四日市市文化活動促進補助金において、市民自らが行う文化事業
や地域で定例的に行われている伝統的な文化事業に対し、新型コ
ロナウイルス感染症拡大防止対策のための費用負担を軽減するた
め補助を行う。

子ども食堂等支援事業費
補助金

10,264 7,500 2,764
長期化するコロナ禍において、貧困など様々な困難を抱える子ど
もやその家族を支援するため、子ども食堂やフードパントリー等
の活動をしている団体等に対し、必要経費を補助する。

新型コロナウイルス感染症感
染防止対策用品購入等補助金

28,800 19,200 9,600
学童保育所に対し、新型コロナウイルス感染症の拡大防止対策と
して必要な衛生用品等の購入に係る経費の一部を補助する。

新型コロナウイルス感染症感
染防止対策改修工事補助金

12,300 8,200 4,100
学童保育所に対し、新型コロナウイルス感染症の拡大防止対策と
して必要な改修（トイレ、非接触型の蛇口の設置等）に係る経費
の一部を補助する。

子育て支援拠点新型コロナウ
イルス感染症対策支援事業費
補助金

3,300 2,200 1,100
私立の子育て支援センターに対し、新型コロナウイルス感染症の
拡大防止対策として必要な衛生用品等の購入に係る経費の一部を
補助する。

こども家庭課
支援対象児童等見守り強化事
業

15,000 10,000 5,000
コロナ禍や育児負担等により、経済的・心理的に厳しい状況にお
かれ、困難を抱える子どもとその家族を定期的に訪問し、食料品
の提供等を行いながら、見守り支援を実施する。

感染症対策改修整備等事業費
補助金

31,899 21,266 10,633
私立保育園等に対し、新型コロナウイルス感染症の拡大防止対策
として必要な改修や設備の整備等に係る経費の一部を補助する。

新型コロナウイルス感染症対
策事業費補助金

21,300 10,650 10,650
私立保育園等に対し、新型コロナウイルス感染症の拡大防止対策
として必要な衛生用品等の購入に係る経費の一部を補助する。

就学前教育・保育新型コロナ
ウイルス感染症対策支援事業
費補助金

16,750 9,766 6,984
延長保育事業、一時保育事業を実施する私立保育園等に対し、新
型コロナウイルス感染症の拡大防止対策として必要な衛生用品等
の購入に係る経費の一部を補助する。

衛生費 保健衛生費
こども保健
福祉課

妊婦新型コロナウイルス感染
症検査費用助成事業費

12,000 6,000 6,000
コロナ禍により、胎児や新生児の健康等に強い不安を抱えながら
生活を送っている妊婦の不安を解消するため、希望に応じて出産
前に実施したPCR検査の費用を助成する。

令　和　5　年　度　　　新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 へ の 対 応 に つ い て

こども未来課

保育幼稚園課

民生費 児童福祉費
一般会計
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（単位：千円）

会計 款 項 所属 事　業　名
令和5年度

予算
特定財源 一般財源 事　　　業　　　概　　　要

保健衛生費
新型コロナウイ
ルス感染症
対策室

新型コロナウイルスワクチン
接種体制確保事業費
新型コロナウイルスワクチン
接種事業費

256,200 256,200 0
特例臨時接種の実施期間内に実施した新型コロナウイルスワクチ
ン接種に係る接種費用の支払いなどの処理を行うほか、ワクチン
接種証明の業務を継続して行う。

保健所費 保健予防課
新型コロナウイルス感染症対
策事業費

701,274 493,953 207,321

新型コロナウイルス感染症の感染拡大を防止するため、市民への
情報発信に努めるとともに、業務の重点化を図り重症化リスクの
高い陽性者への対応を迅速に実施する。また、医療機関等におけ
る検査に要する費用や陽性者への入院医療費を一部負担し療養を
支援する。
さらに、自宅療養者についても、県や医師会、薬剤師会などの関
係機関と連携を図り、症状に応じた適切な医療が受けられるよう
強化を図るとともに、引き続き療養期間中の健康観察や相談窓口
等を開設し、より安心して療養生活が送れるよう支援する。

農林
水産業費

農業費 農水振興課
農業経営収入保険加入促進対
策事業費補助金

8,500 0 8,500
市内に住所を有する個人又は法人が農業経営収入保険に加入した
際に、保険料及び付加保険料の一部を補助する。

商工費 商工費 工業振興課
中小企業ＩｏＴ等活用促進事
業費

8,100 0 8,100
市内中小製造業者のテレワーク、非対面ビジネス対応にかかる経
費の一部を補助する。

1,126,687 844,935 281,752

競輪事業
特別会計

開催費 開催費 けいりん事業課
四日市競輪新型コロナウイル
ス感染防止対策事業支援補助
金

10,000 10,000 0
四日市競輪参加選手の宿泊施設である霞ヶ浦会館における新型コ
ロナウイルス感染拡大防止対策にかかる経費の一部を補助する。

国民健康保険
特別会計

保険給付費
新型コロナ
ウイルス
傷病手当金

保険年金課
新型コロナウイルス傷病手当
金

3,000 3,000 0

国民健康保険に加入している被用者のうち、新型コロナウイルス
感染症に感染した者又は発熱等の症状があり感染が疑われる者に
対して、会社等を休みやすい環境を整えるため、新型コロナウイ
ルス傷病手当金を支給する。

13,000 13,000 0

 マスク、消毒液等　消耗品の購入経費 36,304 14,204 22,100

1,175,991 872,139 303,852

一　般　会　計　小　計

特　別　会　計　小　計

衛生費

一般会計

合　　計
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（単位　千円）

①ＬＥＤ化等の省エネ 計 79,134

人権・同和政策課 人権活動拠点施設整備事業費 2,629 人権活動拠点施設（人権プラザ神前）の照明設備ＬＥＤ化

市民生活課 地区市民センター整備事業費 1,319 地区市民センター（６か所）の照明設備ＬＥＤ化（リース）

文化課 三浜文化会館管理運営費 7,900 多目的ホールの照明設備ＬＥＤ化

スポーツ課 その他運動施設整備事業費 45,780 三滝テニスコートの照明設備（１５基）ＬＥＤ化

児童館管理運営費 4,200 北部児童館の照明設備ＬＥＤ化

子育て支援センター管理運営費 610 橋北子育て支援センターの照明設備ＬＥＤ化（設計）

保育幼稚園課 保育所整備事業費 2,177 公立保育園（３か所）の照明設備ＬＥＤ化

衛生費 保健衛生費 健康福祉課 応急診療所管理運営費 4,000 応急診療所の照明設備ＬＥＤ化

農林水産業費 水産業費 農水振興課 漁港施設管理費 990 富洲原魚類共同販売所の屋外照明設備ＬＥＤ化

土木費 都市計画費 道路管理課 駐車場維持管理費 8,830 市営中央・本町駐車場の照明設備ＬＥＤ化

教育費 社会教育費 こども未来課 少年自然の家管理運営費 699 少年自然の家の照明設備ＬＥＤ化（リース）

②太陽光発電等の省エネ 計 35,400

総務費 総務管理費 市民生活課 地区市民センター整備事業費 18,000 地区市民センター（２か所）に風力・太陽光発電設備及び蓄電装置を設置

衛生費 保健衛生費 環境政策課 地球温暖化対策事業費 3,000 市公共施設への太陽光発電設備の導入可能性について検討

消防費 消防費 消防本部総務課 消防出張所整備事業費 14,400 北西出張所に太陽光発電設備を設置

一般会計

総務費 総務管理費

民生費 児童福祉費

こども未来課

令　和　5　年　度　　　グリーントランスフォーメーション（ＧＸ）関連事業について

会計 款 項 所属 事　　　業　　　名
令和5年度
予算

事　　　業　　　概　　　要
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令　和　5　年　度　　　グリーントランスフォーメーション（ＧＸ）関連事業について

会計 款 項 所属 事　　　業　　　名
令和5年度
予算

事　　　業　　　概　　　要

③公用車の電動化等 計 31,619

管財課 民間車両借上経費 102 公用車２台をプラグインハイブリッド車に更新（リース）

男女共同参画課 相談事業費 3,982 公用車１台をハイブリッド車に更新

民生費 児童福祉費 保育幼稚園課 幼児教育センター管理運営費 2,418 公用車１台をハイブリッド車に更新

健康づくり課 健康づくり課一般経費 3,778 公用車２台をハイブリッド車に更新

環境保全関係一般経費（次世代自動車
（燃料電池自動車）整備事業）

8,168 公用車１台に燃料電池自動車を導入

環境保全関係一般経費（次世代自動車
（電気自動車）整備事業）

3,351 公用車１台を電気自動車に更新

消防費 消防費 消防本部総務課 消防車両購入費 8,620 防災指導車２台、連絡車１台を電気自動車に更新

教育費 社会教育費 図書館 図書館維持管理費 1,200 公用車１台をエコカーに更新

④支援事業（補助） 計 154,812

総務費 総務管理費 市民協働安全課 防犯外灯新設維持費補助金 13,162 自治会が管理するＬＥＤ防犯外灯の新設及び修繕等に対する補助金

地球温暖化対策事業費
（スマートシティ構築促進補助金）

80,650

地球温暖化対策を推進し、エネルギーマネジメントが高度化されたまち「ス
マートシティ」を構築するため、「創エネ」「蓄エネ」「省エネ」設備の導
入等に対する補助金
〔補助対象設備〕
太陽光発電、燃料電池、蓄電池、家庭用エネルギー管理システム(ＨＥＭ
Ｓ)、地中熱ヒートポンプ、電気自動車等充給電設備(Ｖ2Ｈ)、電気自動車等
給電設備、ネット・ゼロ・エネルギー・ハウス（ＺＥＨ）

地球温暖化対策事業費
（ＥＶバス導入促進補助金）

3,000
民間交通事業者が、主に市内の路線に導入するＥＶバス車両を新規購入する
費用に対する補助金

地球温暖化対策事業費
（燃料電池自動車導入促進補助金）

4,000 燃料電池自動車を新規購入する市民・市内事業者等に対する補助金

商工費 商工費 工業振興課
四日市コンビナートカーボン
ニュートラル推進事業費

54,000
カーボンニュートラル社会に貢献するコンビナートの実現に向けた企業間連
携に関連する可能性調査費用及び市内コンビナートで製造した水素等を販売
する水素ステーションを市内に設置する事業者に対する補助金

総務費 総務管理費

衛生費

衛生費 保健衛生費 環境政策課

保健衛生費

環境政策課

一般会計
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令　和　5　年　度　　　グリーントランスフォーメーション（ＧＸ）関連事業について

会計 款 項 所属 事　　　業　　　名
令和5年度
予算

事　　　業　　　概　　　要

⑤計画策定 計 24,820

衛生費 保健衛生費 環境政策課 環境計画推進事業費 3,000 四日市市環境計画に包含される地球温暖化対策実行計画の進捗管理

商工費 商工費 工業振興課
四日市コンビナートカーボン
ニュートラル推進事業費

21,820
令和４年３月に設立した「四日市コンビナートのカーボンニュートラル化に
向けた検討委員会」で検討した、四日市コンビナートが目指す将来の具現化
に向けて事業の推進及び調査検討を実施

⑥普及啓発 計 62,215

地球温暖化対策事業費 3,279
中小企業向けセミナーの実施、地球温暖化対策（クールチョイス）啓発用品
作成、グリーンカーテン事業の実施　など

エコパートナーシップ推進事業費 4,060
エコパートナーによる提案事業、グリーンカーテンフォトコンテストの実施
など

四日市公害と
環境未来館

環境学習推進事業費 39,073 地球温暖化対策に係るワークショップやイベント、講座の実施　など

教育費 教育総務費 指導課
新教育プログラム推進事業費
（地域への愛着）

15,803 ＥＳＤ推進会議等に係る経費、四日市公害と環境未来館の見学　など

388,000

ＬＥＤ化等の省エネ 計 17,400

総務費 総務管理費 けいりん事業課 競輪場施設整備事業費 17,400 競輪場内の照明設備ＬＥＤ化（リース）

17,400

ＬＥＤ化等の省エネ 計 4,186

病院事業費用 医業費用 市立四日市病院 4,186 病棟外窓への遮熱フィルム設置

4,186

409,586

特　別　会　計　小　計

合　　　　計

競輪事業
特別会計

企業会計

一般会計

衛生費 保健衛生費

企　業　会　計　小　計

環境政策課

一　般　会　計　小　計
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危機管理課 防災システム整備事業費 3,300
被災者支援業務におけるマニュアルや体制を整理し、最適な被災者支援システムの
導入に向けた検討を行う。

調達契約課 電子入札システム運用経費 30,605
工事入札及び一部の物品購入において電子入札システムを運用し、発注者及び応札
者双方の事務の効率化、迅速化を図る。

ＡＩ・ＲＰＡ等活用促進事業費 4,477 庁内及び庁外施設の一部に無線ＬＡＮを設置する。

情報システム最適化推進事業費
（情報システム標準化支援）

19,000 国が進める情報システム標準化に係る基本方針作成の支援を委託する。

情報システム最適化推進事業費
（デジタル人材育成研修等関係経費）

22,449 職員をＤＸ推進の担い手となるデジタル人材として育成するための研修を行う。

情報システム最適化推進事業費
（情報処理技術者試験等資格取得奨励金）

600
職員を対象にデジタル人材育成計画で奨励する基本情報技術者等の資格取得に係る
費用の一部を補助する。

行政手続オンライン化事業費
（ヘルプデスク・オンライン申請サポート窓口開設）

15,000
市民へのオンライン申請のサポート体制構築のため、ヘルプデスク及び窓口を設置
する。

行政手続オンライン化事業費
（スマホ教室開催）

1,848 デジタル機器に不慣れな市民に向けてスマホ操作の方法に関する教室を開催する。

行政手続オンライン化事業費
（サポート人材育成業務委託）

924 市民の中からスマホ教室をサポートする人材を育成するための研修を行う。

官民データ利活用事業費
（データプラットフォーム運営委託）

10,318
データプラットフォームへ格納する官民データの整備やデータ利活用の支援を委託
する。

官民データ利活用事業費
（地域課題解決アプリ開発業務委託）

3,685
データプラットフォームの官民データを利活用した地域・行政課題解決アプリの開
発を行う。

市民生活課 楠交流会館管理運営費 374
楠交流会館の１・２階に、利用者向けのＷｉ－Ｆｉ環境を整備するとともに、電子
図書館用タブレット端末２台を導入する。

男女共同参画課 ワーク・ライフ・バランス推進事業費 3,308 市内在住または在勤の女性を対象にデジタルスキルを習得する講座を行う。

あさけプラザ
あさけプラザ管理運営費
（貸館事業・図書館事業）

1,151
電子図書館の利用者説明用にＷｉ－Ｆｉ環境を整備しタブレット端末を2台導入す
る。

スポーツ課 運動施設一般経費 1,353
利用者の利便性を向上させるため、一部運動施設の個人利用においてキャッシュレ
ス決済を導入する。

戸籍住民基本
台帳費

市民課 番号制度関連経費 389
マイナンバーカードの出張申請時、ワンストップで手続きを行うことができるオン
ライン申請端末を3台導入する。

監査委員費 監査事務局 監査事務局一般経費 680
タブレットを用いた監査を実施することで、資料のペーパーレス化と扱いやすさ、
見える化を推進し、より精度の高い監査に努める。

ＩＣＴ戦略課

事              業              名

総務費

総務管理費

一般会計

令　和　5　年　度　　　行政のデジタル化 DX関連事業　に　つ　い　て

会計 款 項 所属 事　　　業　　　概　　　要
令和5年度

予算
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事              業              名

令　和　5　年　度　　　行政のデジタル化 DX関連事業　に　つ　い　て

会計 款 項 所属 事　　　業　　　概　　　要
令和5年度

予算

児童福祉一般経費
（タブレット関係経費）

283

入所を希望する保育施設の変更手続きについて、保護者が窓口に来庁することな
く、スマートフォン等から手続きを行うことができるよう、ロゴフォームを活用し
た申請方法を導入する。さらに、窓口に来庁した保護者に対しては、窓口設置のタ
ブレット端末を用いた申請を可能とすることで、保護者の負担軽減を図る。

児童福祉一般経費
（保育業務支援システム導入事業）

64,608

園児の登降園状況の管理や保護者への一斉お知らせなどを行う「保育業務支援シス
テム」を導入することにより、保育士の業務負担を軽減し、保護者の利便性と保育
業務の質の向上を図る。令和５年度は、令和４年度に試行導入した２園に続き、残
る保育園・こども園22園に対してシステムを導入する。

衛生費 保健衛生費
四日市公害と
環境未来館

展示管理運営費 18 企画展ＶＲデータサーバー使用料。

建築指導課
建築指導事務費
（建築計画概要書等交付窓口支援システム導入）

14,443
建築指導課窓口で行っている建築計画概要書の写し及び都市計画図の交付につい
て、地図情報（GIS)をもとに申請者が自ら検索、料金の支払い、印刷ができるシス
テムを導入する。

市街地整備課 狭あい道路対策費 15,000 紙で管理している資料を電子化するとともに、統合型ＧＩＳと連携する。

営繕工務課
営繕事務費
（タブレット関係経費）

2,820 職員が現場確認等の際に使用するタブレットの通信料。

境界査定業務費
（境界査定システムアプリ開発）

15,950
タブレットで境界査定システムの閲覧を行えるようにするアプリケーションの開発
を行い、窓口応対や境界立会いの際にタブレットを用いて立会い資料の閲覧を行う
ことで資料の印刷時間の削減、コピー用紙の使用量の削減を図る。

用地対策一般経費
（タブレット関係経費）

272 職員が用地交渉や境界立会い等の際に使用するタブレットの通信料。

道路建設課
その他事務費
（タブレット関係経費）

781 職員が現場確認等の際に使用するタブレットの通信料。

道路維持課
道路維持一般経費
（タブレット関係経費）

630 職員が現場確認等の際に使用するタブレットの通信料。

河川費 河川排水課
河川総務一般経費
（スマートフォン・タブレット関係経費）

338 職員が現場確認等の際に使用するタブレット等の通信料。

都市計画情報提供事業費 1,667
紙で管理している都市計画決定図書を電子化するとともに、統合型ＧＩＳと連携す
る。

都市空間情報デジタル基盤構築事業費 5,500
デジタル技術・データを活用したまちづくりを進めるため、都市モデル基盤となる
３Ｄ都市モデルの整備・活用・オープンデータ化を行う。

開発審査課 開発審査事務費 16,680 紙で保管している開発登録簿（約4,500件）をデータ化する。

一般会計

道路橋梁費

都市計画費

都市計画課

児童福祉費 保育幼稚園課

土木費

土木管理費

用地課

民生費
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事              業              名

令　和　5　年　度　　　行政のデジタル化 DX関連事業　に　つ　い　て

会計 款 項 所属 事　　　業　　　概　　　要
令和5年度

予算

消防本部
消防救急課

救急業務高度化事業費 24,248
迅速な救急搬送と医療機関の受け入れ体制を確保するため、救急映像等伝送システ
ムを導入する。

消防本部総務課 一般管理費 1,870 消防本部の専用ホームページのリニューアルを行う。

委員会一般経費 171 教育委員会における各種会議をペーパーレス化するためのシステムを導入する。

事務局一般経費 1,386 教育委員会の専用ホームページを制作する。

四日市市奨学金 46,180 奨学金管理システムを導入する。

インクルーシブ教育推進事業費 1,208 学習者用デジタル教科書、デジタル教材オンラインライセンスを導入する。

教育情報通信システム運営費 779 学習コンテンツ配信サービスを導入する。

埋蔵文化財保護事業費 962
デジタル技術を利用した埋蔵文化財事業の効率化・利便性の向上、及び埋蔵文化財
データを保存活用するため、遺跡情報システムの運用、写真フィルムのデジタル化
や3次元計測等を行う。

文化財保存活用推進費 286
デジタル技術を利用して文化財の保存と利活用を図るため、デジタル人材の育成を
目的とした市民参加型イベントや民間データを活用したイベントを東海道や久留倍
官衙遺跡で行う。

図書館 電子図書館運営費 59,883
時間や場所を問わず読書を楽しむことができる図書館サービスを提供するため、来
館しなくても、各種タブレット端末等から読書ができる環境を整えた電子図書館を
導入する。

博物館費 博物館 教育普及活動事業費 456 展覧会デジタルコンテンツの製作及びデータの保守を行う。

395,880

企業会計 資本的支出 建設改良費 市立四日市病院 その他病院施設改修事業費 134,000

患者満足度の向上への取り組みとして、入院患者のオンライン面会や外来患者の待
ち時間にスマートフォン等を利用しやすいよう、無料Ｗｉ－Ｆｉ環境を整備すると
ともに、医療従事者が利用する業務用インターネット系ネットワーク設備を更新す
る。

134,000

529,880

一　般　会　計　小　計

企　業　会　計　小　計

合　　　　計

教育費

消防費 消防費

社会教育費

文化課

教育総務費

教育総務課

教育支援課一般会計
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保育所管理運営費
※うち、給食提供に係る
賄材料費

8,397 0 8,397
公立保育園について、食料品等の価格高騰に伴う給食費の値上げによる保護
者負担を回避し、児童に対して給食の質を落とさず提供するため、物価上昇
分に対して公費負担の措置を講じ、保護者の負担軽減を図る。

認定こども園管理運営費
※うち、給食提供に係る
賄材料費

4,602 0 4,602
認定こども園について、食料品等の価格高騰に伴う給食費の値上げによる保
護者負担を回避し、児童に対して給食の質を落とさず提供するため、物価上
昇分に対して公費負担の措置を講じ、保護者の負担軽減を図る。

保育所事務費事業費
（市単民間施設加算）
※うち、民間保育所等に
対する給食費の差額給付

12,132 0 12,132
食料品等の価格高騰に伴う給食費の値上げによる保護者負担を回避し、児童
に対して給食の質を落とさず提供するために、私立保育園、認定こども園、
地域型保育事業所に対し、給食提供に要する経費の一部給付を行う。

農業費 農水振興課
肥料価格高騰対策事業費
補助金

38,000 0 38,000
肥料価格高騰による農業経営への影響を緩和するため、化学肥料の使用量の
低減に取り組む農業者に対して、価格上昇分の一部を支援することによっ
て、持続可能な農業生産を推進する。

畜産業費 農水振興課
飼料価格高騰対策事業費
補助金

17,000 0 17,000
飼料の異常な高騰により厳しい経営環境にある市内畜産農家を支援するた
め、価格上昇分の一部を支援することによって、安定生産を推進する。

小学校費 学校教育課 学校給食運営費 68,662 0 68,662
小学校について、食料品等の価格高騰に伴う給食費の値上げによる保護者負
担を回避し、児童に対して給食の質を落とさず提供するため、物価上昇分に
対して公費負担の措置を講じ、保護者の負担軽減を図る。

中学校費 学校教育課 学校給食運営費 38,538 0 38,538
中学校について、食料品等の価格高騰に伴う給食費の値上げによる保護者負
担を回避し、生徒に対して給食の質を落とさず提供するため、物価上昇分に
対して公費負担の措置を講じ、保護者の負担軽減を図る。

幼稚園費 保育幼稚園課 幼稚園給食事業費 1,384 0 1,384
公立幼稚園について、食料品等の価格高騰に伴う給食費の値上げによる保護
者負担を回避し、児童に対して給食の質を落とさず提供するため、物価上昇
分に対して公費負担の措置を講じ、保護者の負担軽減を図る。

188,715 0 188,715

令　和　5　年　度　　　物 価 高 騰 対 策 に つ い て

会計 款 項 所属 事　業　名
令和5年度

予算
一般財源 事　　　業　　　概　　　要特定財源

合　　　　計

農林水産業費

民生費 児童福祉費 保育幼稚園課

教育費

一般会計

令和５年度当初予算に計上した物価高騰に係る直接の支援策は下表のとおりです。
なお、一般会計における電気・ガス料金等の高騰による影響額は、563,821千円となりました。

（需用費のうち、電気、都市ガス、プロパン、軽油の当初予算額の合計は、
令和４年度845,384千円から令和５年度1,409,205千円に増加しています。）
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（単位　千円）

四日市マリッジサポート事業費 8,000 0 8,000
結婚を希望する独身の人を対象として、身だしなみやコミュニケーション等
のセミナーを行うとともに、出会いの機会となるイベントを実施する。

四日市マリッジサポート事業費
（結婚祝い金給付事業）

135,000 0 135,000
結婚に伴う新生活費用への支援として、新規に婚姻届を提出した夫婦ともに
39歳以下の世帯を対象に、１世帯あたり10万円の結婚祝い金を支給する。

商業労政課
買い物拠点再生事業費
※うち、商店街活性化
　　　イベント事業補助金分

11,000 0 11,000
商店街の振興を目的とする団体等が商店街のにぎわいの創出を図るイベント
を実施する場合に補助しており、若者が結婚へとつながるような出会いの場
を創出するイベントにも活用を図る。

観光対策推進事業費
※うち、交流イベント分

3,000 3,000 0
若い世代を中心に人気のある企画を取り入れたイベントを実施する。
※独身限定ではなく幅広い世代を対象としたイベントとして実施

シティプロモーション事業費
※うち、四日市ＳＴＹＬＥ分

3,500 3,500 0
中心市街地の活性化を図るため、すわ公園交流館において毎年行われるイル
ミネーションに合わせて交流イベントを実施する。
※独身限定ではなく幅広い世代を対象としたイベントとして実施

土木費 住宅費 都市計画課
住み替え支援促進事業補助金
※うち、子育て・若年夫婦
世帯の住み替え支援補助金分

750 0 750
子育て・若年夫婦世帯の市外からの転入や市内賃貸住宅からの住み替えを支
援することにより、市内への定住促進を図るとともに、空き家等の有効活用
を促進する。令和５年度については、補助対象の区域を拡充する。

－ － －
三重県・みえ出逢いサポートセンターと連携した「みえ結婚支援プロジェク
トチーム」に参画し、結婚支援を目的としたイベントが市内で開催されるよ
う、広域的な連携に取り組む。

－ － －
工場夜景クルーズを活用したイベントなど、民間企業が行う若者交流及び婚
活につながる取り組みについて市も連携・協力する。

161,250 6,500 154,750

特定財源

総務管理費

事　　　業　　　概　　　要

三重県との連携

令　和　5　年　度　　　若 者 交 流 ・ 結 婚 支 援 事 業 に つ い て

会計 款 項 所属 事　業　名
令和5年度

予算

その他
※予算計上

なし

一般財源

民間が行う婚活イベントとの連携

合　　　　計

商工費 商工費

観光交流課

総務費 政策推進課

一般会計
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